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(百万円未満切捨て)
１．平成28年７月期第１四半期の連結業績（平成27年８月１日～平成27年10月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年７月期第１四半期 4,610 44.0 520 6.3 493 △0.4 291 △11.3

27年７月期第１四半期 3,200 － 490 － 495 － 328 －
(注) 包括利益 28年７月期第１四半期 291百万円(△10.9％) 27年７月期第１四半期 326百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年７月期第１四半期 15.47 15.38

27年７月期第１四半期 16.97 16.82
　

(注)当社は平成27年５月１日を効力発生日として、普通株式１株につき、２株の割合をもって分割いたしました。前
連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年７月期第１四半期 7,419 4,159 54.6

27年７月期 7,656 4,008 50.9
(参考) 自己資本 28年７月期第１四半期 4,051百万円 27年７月期 3,900百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年７月期 － 10.00 － 7.50 －

28年７月期 －

28年７月期(予想) － － － － －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

(注)当社は平成27年５月１日を効力発生日として、普通株式１株につき、２株の割合をもって分割いたしました。平成
27年７月期第２四半期末については当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。平成27年７月期期末
につきましては、当該株式分割を考慮した額を記載しております。なお、株式分割実施前に換算すると、１株あた
り15円となります。平成28年７月期の第２四半期末及び期末配当予想につきましては、現在未定です。

　

３．平成28年７月期の連結業績予想（平成27年８月１日～平成28年７月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 9,500 38.5 550 △46.3 550 △48.2 360 △47.2 19.11

通期 20,000 26.4 2,100 0.6 2,100 △3.0 1,400 2.8 74.55
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年７月期１Ｑ 19,415,200株 27年７月期 19,405,600株

② 期末自己株式数 28年７月期１Ｑ 580,020株 27年７月期 580,020株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年７月期１Ｑ 18,831,854株 27年７月期１Ｑ 19,350,817株
　

（注）1.当社は平成27年５月１日を効力発生日として、普通株式１株につき、２株の割合をもって分割いたしました。
平成27年７月期の業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、当該分割を考慮した額を記載してお
ります。
2.株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式については、平成28年第１四半期
の「期末自己株式数」210,000株を含めており、平成28年第１四半期の「期中平均株式数」において210,000株を
控除しております。

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点
において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ
「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

国内のインターネットを取り巻く市場は、インターネットの利用者数が平成26年末時点で推計１億18万人、インタ

ーネット利用者の割合は前年と同じ82.8%となりました（総務省の平成26年「通信利用動向調査」平成27年７月公

表）。

モバイルビジネスを取り巻く環境につきましては、平成27年３月末時点で携帯電話契約数が１億2,651万件、うち、

スマートフォン契約数は6,850万件（端末契約数の54.1％）となり、平成30年度にはスマートフォン契約数が1億件を

突破し、スマートフォン契約数比率が7割を占める見通しである（MM総研「平成27年度上期国内携帯電話出荷概況」

平成27年10月公表）とされています。

このような状況の下、エンターテインメント事業では継続して既存スマートフォンアプリの効率的な運用を進めな

がら、新規ゲームアプリをリリースし、日本国内向けのみならず、グローバル市場向けの多言語展開を積極的に推進

してまいりました。

一方、ライフスタイルサポート事業では各サービスの更なる充実に取り組み、それぞれのサービスの機能やSEO

（注）の強化等、ユーザビリティやカスタマーサポートの品質向上に注力し、それぞれの産業領域におけるマーケッ

トシェアの拡大及び安定的な成長に向けて取り組んでまいりました。

　

（注）SEOとは、「Search Engine Optimization」の略で、検索エンジンの検索結果として上位表示されやすいよう

にサイトを最適化することであります。

　

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は4,610,800千円（前連結会計年度比44.0％増）、営業利益

は520,855千円（前連結会計年度比6.3％増）、経常利益は493,538千円（前連結会計年度比0.4％減）、親会社株式に帰

属する当期純利益は291,388千円（前連結会計年度比11.3％減）となりました。

なお、当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は次のとおりであります。

＜エンターテインメント事業＞

エンターテインメント事業では、主にスマートフォンアプリの企画・開発・運営を行っております。

スマートフォンアプリにつきましては、平成27年10月に「ビッグバンギャラクシー（Big Bang Galaxy）」（本格SF

ストラテジーゲーム）及び「トリビアサーガ（Trivia Saga）」（シネマティッククイズRPG）をリリースいたしまし

た。

また、当第１四半期連結会計期間において、Perfect World社（本社：中国北京市）と「ユニゾンリーグ」の東南

アジア市場への配信における独占ライセンス契約を締結いたしました。これにより、「ユニゾンリーグ」は前四半期

にリリースした英語版と繁体字版に加え、さらに配信領域を拡大し、グローバル展開を加速しております。「ユニゾ

ンリーグ」の海外売上が寄与し、エンターテインメント事業の海外売上が前四半期比で増加しました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は2,331,103千円（前年同四半期比50.3％増）、セグメント

利益は549,498千円（前年同四半期比8.3％増）となりました。

　

＜ライフスタイルサポート事業＞

ライフスタイルサポート事業では、日々のサイトの改善、プロモーション活動などにより順調に利用者を増やし、

引越し比較・予約サイト「引越し侍」及び車査定・車買取サイト「ナビクル」は継続して業界トップシェアを維持し

ております。「すぐ婚navi」を中心としたブライダル関連事業は、ブランディング強化・周辺サービスの拡充・サー

ビスの品質向上等の施策が功を奏し、前年同四半期比及び前四半期比ともに売上が増加しました。キャッシング・カ

ードローン総合検索サイト「ナビナビキャッシング」は同業他社との競争が激化する中、順調に利用者数を増やして

おります。また、自転車通販サイト「cyma-サイマ-」は販売体制の強化により順調に販売台数を増やし、前四半期と

比較して、売上が大幅に増加しました。このように、ライフスタイルサポート事業は安定的且つ継続的に収益を向上

しております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は2,279,697千円（前年同四半期比38.1％増）、セグメント

利益は319,904千円（前年同四半期比84.4％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産

当第１四半期連結会計期間末における総資産は7,419,488千円となり、前連結会計年度に比べ237,292千円減少いた

しました。これは主に現金及び預金の減少628,742千円があったものの、受取手形及び売掛金の増加170,846千円、無

形固定資産の増加102,236千円、敷金及び保証金の増加157,353千円によるものであります。

② 負債

当第１四半期連結会計期間末における負債は3,260,021千円となり、前連結会計年度に比べ388,251千円減少いたし

ました。これは主に未払法人税等の減少387,592千円によるものであります。

③ 純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産は4,159,467千円となり、前連結会計年度に比べ150,959千円増加いた

しました。これは主に利益剰余金の増加150,196千円によるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

引き続き「今から100年続く会社」を目指して、「エンターテインメント事業」と「ライフスタイルサポート事業」

をバランスよく伸ばすことで、一定の成長性を確保しながらも経営基盤の安定を図ってまいります。

当第１四半期連結会計期間はエンターテインメント事業におきまして、緩やかに減少していくと見込んでいた平成

27年7月期以前にリリースした既存タイトルが堅調に推移し、予想を上回る進捗となりました。一方、新規タイトル

のリリース時期の見直し等により、見込んでいた新規タイトルの売上は業績予想比でマイナスとなりました。なお、

織り込んでいた広告宣伝費等の未消化により、利益は計画を上回る推移となりました。続く第２四半期連結会計期間

におきましては、既に織り込んでいる費用に加え、一部タイトルにおいてプロモーションを強化する予定であります

が、エンターテインメント事業全体の上期の売上はほぼ計画通り、セグメント利益は計画を上回る見通しでありま

す。

ライフスタイルサポート事業におきましては、引越し比較・予約サイト（「引越し侍」）、車査定・車買取サイト

（「ナビクル」）、結婚式場情報サイト（「すぐ婚navi」）、及びキャッシング・カードローン総合検索サイト（「ナビナビ

キャッシング」）、自転車通販サイト（「cyma」）５つのメインサービスそれぞれが計画比で若干の増減があるものの、

ライフスタイルサポート事業全体を通して、売上はほぼ計画通りであります。なお、結婚式場情報サイト（「すぐ婚

navi」）が好調につき、セグメント利益が業績予想比で上振れの進捗となりました。

　従いまして、ライフスタイルサポート事業全体の上期の売上はほぼ計画通り、利益は計画をやや上回る見通しであ

ります。

以上を勘案した第２四半期累計期間の売上は計画通り、利益は計画を上回る着地となる見込みであります。

なお、通期連結業績予想につきましては、エンターテインメント事業におきまして、下期に予定している新規タイ

トルのリリースに関しまして、国内外ともに売上を予測することが困難なこと等、様々な不確定要素により、信憑性

の高い業績予想数値を算出することが極めて困難であります。また、ライフスタイルサポート事業におきまして、来

る２月、３月の繁忙期の動向によって業績が大きく変動する可能性があります。

従いまして、通期連結業績予想につきましては、現在精査中である為、現段階では平成27年９月11日発表の連結業

績予想を一旦据え置くことといたします。

上記の将来に対する記述、以下の業績予想数値は本資料発表日現在において当社グループが入手可能な情報に基づ

き作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因により変動する可能性があります。

　

　

平成28年７月期 第２四半期業績見通し（平成27年８月１日～平成28年１月31日）

　 売上高 9,500百万円（前第２四半期連結累計期間比 38.5％増）

　 営業利益 550百万円（前第２四半期連結累計期間比 46.3％減）

　 経常利益 550百万円（前第２四半期連結累計期間比 48.2％減）

　 親会社株主に帰属する当期純利益 360百万円（前第２四半期連結累計期間比 47.2％減）

　

平成28年７月期 通期業績見通し（平成27年８月１日～平成28年７月31日）

　 売上高 20,000百万円（前連結会計年度比 26.4％増）

　 営業利益 2,100百万円（前連結会計年度比 0.6％増）

　 経常利益 2,100百万円（前連結会計年度比 3.0％減）

　 親会社株主に帰属する当期純利益 1,400百万円（前連結会計年度比 2.8％増）
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、平成27年７月31日時点で持分法適用関連会社であった株式会社Ateam NHN Entertainmentは平成27年６月15

日の株主総会の決議により解散し、平成27年９月４日に清算結了いたしました。

　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13

日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更

を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸

表の組替えを行っております。

決算短信 （宝印刷）  2015年12月11日 09時25分 7ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社エイチーム(3662) 平成28年７月期 第１四半期決算短信

― 6 ―

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年７月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,097,994 2,469,252

受取手形及び売掛金 1,787,661 1,958,507

金銭の信託 1,055,010 1,030,785

商品 55,264 88,478

その他 344,723 343,242

貸倒引当金 △6,028 △6,452

流動資産合計 6,334,626 5,883,814

固定資産

有形固定資産 125,399 220,432

無形固定資産 460,074 562,311

投資その他の資産

投資有価証券 193,206 96,484

敷金及び保証金 361,747 519,100

その他 188,940 146,418

貸倒引当金 △7,213 △9,073

投資その他の資産合計 736,680 752,930

固定資産合計 1,322,154 1,535,674

資産合計 7,656,780 7,419,488

負債の部

流動負債

買掛金 104,628 103,532

短期借入金 1,700,000 1,554,000

未払金 1,017,263 1,259,947

未払法人税等 454,741 67,149

販売促進引当金 14,023 9,339

株式給付引当金 － 10,452

その他 357,615 255,600

流動負債合計 3,648,272 3,260,021

負債合計 3,648,272 3,260,021

純資産の部

株主資本

資本金 533,442 533,823

資本剰余金 507,242 365,243

利益剰余金 4,263,472 4,413,669

自己株式 △1,403,649 △1,261,269

株主資本合計 3,900,508 4,051,467

新株予約権 108,000 108,000

純資産合計 4,008,508 4,159,467

負債純資産合計 7,656,780 7,419,488
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成26年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年８月１日
　至 平成27年10月31日)

売上高 3,200,914 4,610,800

売上原価 521,356 763,276

売上総利益 2,679,558 3,847,524

販売費及び一般管理費 2,189,428 3,326,668

営業利益 490,129 520,855

営業外収益

受取利息 5,831 283

為替差益 3,998 －

受取手数料 772 540

その他 513 236

営業外収益合計 11,116 1,059

営業外費用

支払利息 60 1,630

金銭の信託運用損 － 24,224

為替差損 － 1,722

固定資産除却損 4,586 488

その他 963 311

営業外費用合計 5,611 28,377

経常利益 495,634 493,538

特別損失

減損損失 － 4,832

特別損失合計 － 4,832

税金等調整前四半期純利益 495,634 488,705

法人税等 167,225 197,317

四半期純利益 328,409 291,388

親会社株主に帰属する四半期純利益 328,409 291,388
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年８月１日
　至 平成26年10月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年８月１日
　至 平成27年10月31日)

四半期純利益 328,409 291,388

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,500 －

その他の包括利益合計 △1,500 －

四半期包括利益 326,909 291,388

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 326,909 291,388
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年８月１日 至 平成26年10月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

エンターテイン
メント事業

ライフスタイル
サポート事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,550,669 1,650,245 3,200,914 － 3,200,914

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 1,550,669 1,650,245 3,200,914 － 3,200,914

セグメント利益 507,427 173,437 680,864 △190,735 490,129

（注） １．セグメント利益の調整額△190,735千円は、報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年８月１日 至 平成27年10月31日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

エンターテイン
メント事業

ライフスタイル
サポート事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,331,103 2,279,697 4,610,800 － 4,610,800

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － －

計 2,331,103 2,279,697 4,610,800 － 4,610,800

セグメント利益 549,498 319,904 869,402 △348,546 520,855

（注） １．セグメント利益の調整額△348,546千円は、報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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